
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの分散処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２２年０７月０５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＥＢＳＤなどの離散データに対し、ＬａｂｏＴｅｘでは、データの直接解析が行われるため、 

   離散的なＯＤＦ解析が行われている。一方、Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法によるＯＤＦ解析では平滑化された 

   ＯＤＦ解析が行われている。 

   このようなデータに対し、ＬａｂｏＴｅｘを使用していると、平滑化が欲しくなる時があります。 

   ＥＢＳＤデータに対し、ＭＴＥＸでは、ＦＷＨＭ指定で平滑化（分散処理）が行われている。 

   この分散処理をＬａｂｏＴｅｘで実現するためにＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙに機能を追加した。 

 

従来 

 ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅソフトウエア＋ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでＯＤＦの平滑化を 

 行っていた。単純移動平均で実現していた。 

今回 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙにより、直接ＬａｂｏＴｅｘ管理下のＪｏｂ／ＯＤＦに対し 

 分散処理による平滑化を実現し新しいＪＯｂ２／ＯＤＦを作成する。 

 分散処理 

  

 

 新しいＪｏｂファイル作成 

  

 



実際の操作（離散データの代わりに単結晶的なデータ作成 VF%=50％） 

  

 

 

 



分散処理（Ｊｏｂ１／ＯＤＦに対しＦＷＨＭ＝２５） 

 

 

  

  



Ｌａ ｂｏＴｅｘで再読み込み 

 

 

 

Ｊｏｂ２／ＯＤＦのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

 

 分散処理前の５０％を得る。 


